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4．事例からみた脳性まひ発症の原因と予防対策 ：産科医療補償制度再発防止に関する報告書から（その 1）

3）妊娠高血圧症候群　潜在する胎盤機能低下に対応する

沖縄 県立 北 部病 院 牧 野 康 男

　第 5回産科医療補償制度再発防 止に関する報告
書で公表された脳性麻痺 543例中，妊娠高血圧症

候群 （PIH ）合併例は 45 例 （8．3％ ）で あ っ た．

　産科医療関係者に対する予防策として，PIH に

お ける胎児管理 で は下記 の 項 H が提言 さ れ て い

る ：全妊産婦で子宮底長を計測 し，妊娠週数に比

して 小 さ い場合は胎児推定体重 を計測し胎児発育

を評価す る ．羊水量 の 評価や ノ ン ス トレ ス テ ス ト

等も併用 して胎児の 健常性を確認する，PIH の 合

併例で は，胎盤機能低下の 可能性がある ため，よ

り慎重に胎児発育の 評価や胎児 の 健常性 を確認す

る ．白施設で の 管理が 困難で ある と判断 した時 は

高次医療機関へ 紹介 または搬送する．

　妊産婦の 管理 に関 して も下記の 項 目が提唱 され

て い る ： 1）PIH 合併妊産婦か ら腹痛や性器出血等

の 訴えが あっ た場合，早剥を発症 して い る可能性

も考慮 し，胎児の 健常性 を確認する ．2）PIH 合併

妊産婦 は胎盤機能低下 の 可能性が ある ため，よ り

慎重に胎 児心拍数陣痛図 を判読し，対応を検討す
る．3）軽症 の PIH で も甲・剥等の 重篤な合併症や 胎

児発育不全 の 可能性 がある ため，以下 の こ とを実

施する ：早剥の 初期症状や 胎動減少 ・消失等の 症

状 が出現 した場合，分娩機 関へ 連絡や 受診をす る

よ う情報提供する．一
般の 妊婦健診よ りも短い 間

隔で ，受 診指示 を検討する．入院管理や 高次医療

機関へ の 紹介 また は搬 送に つ い て検討する．3）降
圧 剤 を投 与す る 際 は 「産婦人科診療 ガ イ ド ラ イ

ン
ー産科編 2014」，「PIH 管理 ガ イ ドライ ン 2009」

を参考 とし，降圧 ・痙攣予 防を目的 とした MgSO ，

投与 を含 めて検討す る．調節不良の PIH では母体

搬送 を含めた妊娠 ・分娩管理 に つ い て検討する．

　本講演で は，PIH に関連する脳性麻痺例や提言

な どに つ い て 述 べ る．

4）臍帯異常 の 病態 と対応
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　産科医療補償制度で 解析 された脳性麻痺 の 原因

で は，常位胎盤早期剥離，前置胎盤の 剥離，胎盤

機能不全，臍帯脱出，臍帯異常，子宮破裂な どが

上位を占めた．こ の こ とか らも胎児の ア シ ド
ー

シ

ス に，胎盤や臍帯異常が深 く関与 して い る こ とが

窺われ る ．それ ら の うち ， 本講演 で は 臍帯異常に

関 して 取 り上 げ ， その 病態 と対応に つ い て 論 じる ．

　臍帯脱 出は正常な構造 の 臍帯で あるが，何 らか

の原因で，破水時に胎児先進部を超えて臍帯の係

蹄 が脱出 して しまう状 態で ある．狭い 産道と胎児

に挟 まれるため，急激 に臍帯胎盤循 環が悪 くな り，

胎児機能不全 に陥る．医会の 全国調査 で は，予後

を良くす る最重要因子は，緊急帝王切 開で あるこ

とが明 らかに な っ た．児頭挙上 も有効で はあるが，

脱出した臍帯の 温度低下 は結果的に血管収縮 を起

こ して胎児機能不全 に陥る の で補助的手段 と考 え

る．用手還納は増悪因子で ある，臍帯脱出は正常

臍帯の 分娩時の ア ク シ デ ン トで ある の で ，医原性

に起こさ ない よ うにす る こ と，下垂の 時点で発見

する こ と，急速遂娩す る こ とで その 原因に よ る脳

性麻痺を減ずる こ とがで きる可能性が ある．

　他の 臍帯因子で は卵膜付着や過捻転が ある．こ

れ らは
， 臍帯に脆弱な部分や循環の 悪 い 部分が存

在する異常で ある，比 較的 よ く遭遇する異常で は

あるが，そ の
一部は胎児発育不全や胎児機能不全

の原因 となる．事前に超音波診断されて い れば，

厳重な胎児心拍モ ニ タ リ ン グで分娩時の 急激な胎

児機能不全 を予測 し，早め の 対応が 可能となる ．

しか し，それ らの 臍帯異常は妊娠初期 よ り循環不

全 を起 こ して い る可能性があ り， と くに胎児発育

不全があ る場合 は，脳性麻痺の 発症 が不可避で あ

る もの 含まれ て い る可 能性 が指摘 され て い る．

　胎児が ア シ ドーシス に陥 らな い 分娩管理 をする

必要があ る．
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